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研究成果の概要（和文）：過栄養化した尼崎港で藻場を自立的に定着させること，さらにそこで形成された生物を活用
した環境改善の仕組みを作ることができた．特に，ビニロン基質を用いると，設置後6年間にわたって，自立的にワカ
メ藻場が形成されることができた．またワカメやムラサキイガイを回収し，循環利用するといった協働の取り組みによ
って，「汚いけど，楽しい，私たちの海」といった環境意識へと変化させ，地域課題の解決にもつながった．

研究成果の概要（英文）：We have attempted a development of a seaweed Undaria pinnatifida bed creation 
technique that is possible to do self-sustaining alternation of generation even in a　hypertrophic water 
environment. Excessive nutrients were recovered from the waters, and utilized as a compost material in 
order to improve the sea environment and resolve regional issues. The participant's’ awareness of 
Amagasaki Port changed: the participants felt that although it was dirty, it was enjoyable and was a part 
of the coast near their own homes.

研究分野： 工学

キーワード： 直立護岸　港湾　ムラサキイガイ　ワカメ　循環　堆肥
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１．研究開始当初の背景 
 もし都市に近い港湾の環境改善がなされ
れば，生態系の向上といった面だけでなく，
街に潤いをもたらす場となるなど，多くの便
益が生じる．海の環境修復・再生に関する研
究や事業は国内外で盛んに行われているが，
港湾での取り組みは経済的利用の優先や水
質悪化が著しいなど様々な制約条件がある
ため，目を見張る効果は得られていない．本
研究は，現状の港湾の環境修復の取り組みの
課題をブレークスルーする藻場創出技術研
究の一つで，海岸工学と生態学との学際分野
である海域生態工学研究の分野にあり，その
内容は国内外でも類を見ないものである． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，以下のことを明らかにす
ることである 
(1) 化学基質を使った自立的なワカメの育成
方法 
(2) 壁面を覆うムラサキイガイの脱落過程と
その要因の解明 
(3) 技術活用のための協働の仕組みの形成
（ワカメ，ムラサキイガイの循環利用と協働
取り組みの評価） 
 
３．研究の方法 
(1) 大阪湾奥尼崎港でのワカメ育成実験 
 尼崎港内の直立護岸および付帯式浅場上
に，5 種類の繊維をそれぞれ 320 本を束ね，
長さ 10cm に揃え，一つの基質とした．これ
をワカメの種糸ロープに 50cm 間隔でつなげ，
実験に供した（図１）．設置水深は DL-1.0，
-1.5ｍの他，垂直にもロープを垂下した． 

 
図 1 繊維の設置場所 

(2) ムラサキイガイの現存量と脱落要因 
 尼崎港の直立護岸に付着するムラサキイ
ガイの群塊を月一回，潜水作業で剥ぎ取り，
大きさ，個体数，生死判別を行った．同時に
水質計と写真を設置し，脱落要因を探索した．
写真は 1時間に一度自動撮影できるようにセ
ットした． 
(3) 栄養塩循環の協働の評価 
 生長したワカメと脱落する前のムラサキ
イガイを剥ぎ取り，過栄養状態にある海中か

ら栄養塩を陸揚げした．それらを堆肥化，菜
花栽培，搾油，BDF 化と循環利用した．この
ために，港湾環境の管理者の行政，NPO，市
内中学生などに呼びかけ，共に作業のできる
協働の仕組みを作った．また作業の前後に環
境意識の変化について調査を行い，協働の効
果について検討した． 
 
４．研究成果 
(1) 過栄養化し，淡水の影響を強く受ける環
境にあっても，DL-1.0ｍ付近にビニロン基質
を用いると，ワカメの発芽，成長，藻場形成
を促すことができることを明らかにした． 
(2) 繊維基質は，海藻と動物の棲み分けを可
能にし，壁面とは異なる生物群集の形成，遷
移させること，さらにムラサキイガイによる
汚濁といった問題を軽減させる効果もある
ことが示すことができた．（図２） 

 

図 2 各繊維基質上のワカメの株数 
(3) 2013 年 12 月まで，2008 年春に設置した
繊維には自立的に発芽し，生長，成熟したワ
カメを確認できたており，本方法を用いると
省メンテナンスで，かつ複数年藻場を創出で
きることが明らかになった．なお，2014 年度
には，ビニロン繊維が劣化し，ワカメの生長
はみられなかったが，簡単なものでも 6年程
度は自生できる環境を整えることができる．
（図３） 
(4) ムラサキイガイは塩分低下の速度が大
きいほど（Case2），足糸の生産に強い影響を
及ぼしていた．特に，水温増加伴うとその影
響はより強くなることがわかった（図４）．
また実際の海域ではそれらの現象は周辺河
川からの淡水流入に伴う密度構造の変化に
より生じていることもわかった．  
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(5) 大阪湾湾奥の尼崎港で行われている，過
剰な栄養塩を海と陸とで循環させることに
よる環境改善，地域課題解決に向けた協働の
取り組みについて評価を行った．協働の規模
で可能な「水環境改善の効果」を定量的に理
解することができた．特に栄養塩の系外除去
による汚濁防止効果は確実でわかりやすく，
広く共有できる結果であった
(6)「地域課題の解決」では，本活動の成果
は埋立地の緑化や低炭素型社会形成にも寄
与できること，環境意識を高め，尼崎の海へ
の郷土意識を醸成させることもできていた．
特に学校教育と連携すれば教育効果はさら
に高めることもできると思われる．最後に協
働の仕組みが活性を失わず，継続されている
のは，活動の内容が
つ参加者に対応できていたことが示唆され
た（図５）
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a) 繊維と動物の住み分けができている例

b) 繊維と動物，付着物がからみつく例

図 3 基質上でのワカメと動物の住み分け

図４ 塩分水温変化と足糸の本数
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a)良いイメージの変化良いイメージの変化良いイメージの変化 
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b)悪いイメージの変化 

図５ 協働参加による尼崎港への認識変化 
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